
組立て部品 使用ボルト

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

天板折りたたみデスク(100-DESKN006シリーズ)組立説明書

完成図

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）
プラスドライバー、マイナスドライバー

総耐荷重　40kg 

六角レンチ
(4mm)×1本

⑫ボルト×1本

　スパナ×1本

　　　　⑮ボルトA×4本〔M6×50〕

⑯ボルトB×2本〔M6×35〕

⑰ボルトC×4本〔M6×15〕

⑲木ネジA×8本〔5×60〕

⑳木ネジB×12本〔4×14〕

⑱ボルトD×4本〔M4×12〕

⑬スプリングワッシャー×6枚 　⑭ワッシャー×6枚

天板(大)に天板(小)を取付けます。2天板(大)にボルトを取付けます。1 フレームA、B、Cにそれぞれ
キャスター(ストッパー無し)を取付けます。3

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（100-DESKN006Mなど）
　と上記の部品番号（①～     ）と部品名（ワッシャーなど）を
　お知らせください。

Ver1.3

スパナ

⑨キャスター
(ストッパー無し)×3個①フレームA×1個

④天板(大)×1枚

⑤天板(小)×1枚

⑥棚板×2枚

②フレームB×1個

③フレームC×1個 ⑦バックフレームA×1個

⑪蝶番×2個

⑧バックフレームB×1個

⑩キャスター
(ストッパー付き)×3個

⑳木ネジB〔4×14〕

使用ボルト

穴のある方が
後です。

穴のある方が
後です。

前

⑤天板（小）

①フレームA

②フレームB

③フレームC

⑨キャスター
　（ストッパー無し）

⑭ワッシャー
⑬スプリングワッシャー
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④天板（大）

⑫ボルト

組立て時にプラスドライバー、マイナス
ドライバーが必要です。ご用意ください。



⑰ボルトC〔M6×15〕

⑲木ネジA〔5×60〕

⑲木ネジA〔5×60〕

フレームCにバックフレームBを取付けます。8

フレームAに棚板を取付けます。5

バックフレームAを取付けます。7

⑯ボルトB
※緩めにつけておきます。

⑯ボルトB〔M6×35〕

⑧バックフレームB

フレームBを取付けます。6

使用ボルト

使用ボルト 使用ボルト
使用ボルト

穴がある方が後です。 ⑥棚板
※上側の棚板は任意の高さに取付けます。

⑲木ネジA
※緩めにつけておきます。

⑲木ネジA
※緩めにつけておきます。

①フレームA

②フレームB
※穴のある方が
　後です。

スパナ

後

③フレームC

棚板裏面図

穴
丸ナット丸ナットの溝

穴

マイナス
ドライバー

棚板裏面

ドライバーで棚板裏側
の丸ナットの溝を穴
の方向に合わせます。

上

後

上

後

上

フレームA、B、Cにそれぞれキャスター(ストッパー付き)を
取付けます。4

前①フレームA

②フレームB

③フレームC

⑩キャスター
　（ストッパー付き）

⑭ワッシャー

⑬スプリングワッシャー

⑰ボルトC
※緩めにつけておきます。

⑦バックフレームA



CC/AD/TTDaC

フレームを起し、天板を取付けます。10 緩めにつけていた全ての木ネジ、
ボルトを締め付けて完成です。11

天板の広げ方

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

⑮ボルトA
※緩めにつけて
　おきます。

　　　　⑮ボルトA〔M6×50〕

⑤天板(小)

使用ボルト

❶天板（大）を持ち上げながらフレームCを開きます。 ❷天板(大)裏のボルトをフレームCの穴に差し込みます

③フレームC

後上

フレームAの蝶番にバックフレームBを取付けます。9

⑱ボルトD〔M4×12〕

使用ボルト
⑱ボルトD⑧バックフレームB

持ち上げる

開く

④天板(大)

差し込む

穴

ボルト

引っ張る

ボルトが不意に外れないように、
フレームCを矢印の方向に引っぱりながら
抜き差しする構造になっています。

穴位置を合わせて差し込みます。

動画で
チェック

木ネジ、ボルトをきつく締め付けすぎて
フレームが凹まないようにご注意ください。


